
＿4　’ 〔♂
’Y’

P
5

で

昭和31年9月第3種郵便物認可毎月10日発行

唇

0
．
…
・
…
と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す
…
…
…
0

ゆ
9月号茄148

発行所日向市役所
編集人総務課文書広報係

1967

建
設
進
む
飼
料
工
場

新
春
か
ら
農
家
へ
供
給

県経済連

　
日
向
臨
海
工
業
地
帯
は
、
日
向
製
錬
所
の
建
設
工
事
や
州
万
五
干
ト
ン
公
共
ふ
頭

の
造
成
工
事
で
、
連
日
威
勢
の
よ
い
建
設
の
ノ
チ
音
が
響
い
て
い
ま
す
。

　
さ
る
八
月
十
六
日
は
、
同
工
業
地
帯
の
第
三
区
に
進
出
の
決
ま
っ
た
、
　
「
株
式
会

社
宮
崎
経
済
連
飼
料
工
場
」
の
起
工
式
が
現
地
で
行
な
わ
れ
、
加
藤
副
知
事
や
守
屋

新
産
業
都
市
開
発
局
長
、
児
玉
市
長
ら
関
係
者
二
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
工
場
は
、
宮
崎
県
経
済
連
が
資
本
金
五
千
万
円
を
出
資
し
て
設
立
し
た
も
の

で
、
工
場
用
地
は
、
新
産
業
都
市
開
発
局
横
の
県
有
地
「
万
二
千
六
百
十
三
平
方
メ

ー
ト
ル
を
譲
り
受
け
、
こ
こ
に
総
工
費
三
億
を
投
じ
て
、
鉄
骨
ス
レ
ー
ト
ぶ
き
の
原

料
倉
庫
や
配
合
工
場
、
製
品
倉
庫
、
そ
れ
に
鉄
骨
モ
ル
タ
ル
の
事
務
所
な
ど
建
物
三

千
九
百
七
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
建
設
と
原
料
三
千
ト
ン
を
収
容
す
る
た
め
の
サ
イ

ロ
六
基
を
つ
く
る
ほ
か
土
地
や
機
械
、
器
具
、
車
両
、
分
析
器
具
な
ど
を
購
入
す
る

も
の
で
す
。

　
工
事
の
完
成
は
、
本
年
十
二
月
末
日
と
し
、
昭
和
四
十
三
年
置
月
か
ら
従
業
員
七

十
人
で
操
業
に
は
い
る
計
画
で
す
。

　
工
場
の
生
産
能
力
は
、
月
産
四
千
ト
ン
で
、
全
購
連
の
委
託
工
場
と
し
て
、
同
購

連
か
ら
原
料
の
供
給
を
受
け
、
養
鶏
、
養
豚
、
乳
牛
、
和
牛
用
の
配
合
飼
料
を
製
造

し
、
各
農
協
を
通
じ
て
、
県
内
の
農
家
に
供
給
す
る
も
の
で
、
同
工
場
の
完
成
後

は
、
県
内
需
要
の
半
数
を
ま
か
な
う
計
画
で
す
。
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本
市
の
財
光
寺
地
区
に
「
宮
崎
カ
ー

ペ
ッ
ト
株
式
会
社
」
が
進
出
す
る
こ
と

に
な
甑
、
さ
る
八
七
十
八
日
、
市
役
所
．
．

市
長
室
で
、
鈴
木
県
経
済
部
長
と
柏
田

市
議
会
議
長
が
立
ち
会
い
、
児
玉
市
長

と
辻
田
佐
太
郎
社
長
の
間
で
、
工
場
建

設
に
つ
い
て
の
覚
書
き
と
、
土
地
売
買

契
約
の
調
印
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
社
は
、
辻
田
織
物
株
式
会
社

　
（
本
社
、
東
京
都
中
央
区
西
八
丁
堀
）

と
そ
の
傍
系
会
社
が
出
資
し
て
設
立
し

，
た
、
資
本
金
州
千
万
円
の
新
し
い
会
社

で
、
国
道
十
号
線
ぞ
い
の
阪
和
ニ
ッ
ト

の
東
側
に
あ
る
市
有
地
か
ら
一
万
九
千

八
百
平
方
メ
ー
ト
ル
を
譲
り
受
け
、
こ

こ
に
ウ
イ
ル
ト
ン
カ
ー
ペ
ッ
下
の
製
造

工
場
を
建
設
す
る
も
の
で
、
第
唄
期
工

事
は
、
工
費
八
千
万
円
で
十
月
中
に
着

工
し
、
来
年
三
月
に
は
操
業
に
は
い
る

予
定
で
す
。

、

・
嗣

飴
桜
鱒
姦
鵠
磐
鯖
腱
…

騎
葉
叢
鰐
薮
、
　

響
雛
籔
蓼
…

同
会
社
は
灘
ミ
台
で
・
毎
璽
億
．
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工場建設の覚書に調印
、
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健
康
保
険
法
等
の
臨
時
特
例
に
よ
り

被
保
険
者
の
一
部
負
担
金
が
改
正
に
な
．

り
ま
し
た
つ　

ニ
　

　
適
用
さ
れ
る
人
は
、
各
種
健
康
保
険

の
被
保
険
者
の
家
族
や
日
雇
労
働
者
健

康
保
険
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
・
外
の
被
　
者
、
九
月
「
日

か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の
は
、
初
診
の
と

き
百
円
負
担
し
て
い
た
も
の
が
、
二
百
．

円
に
、
入
院
の
と
き
（
最
初
の
唄
カ

月
）
【
日
三
十
円
負
担
し
て
い
た
も
の

が
↓
日
六
十
品
目
負
担
に
な
り
ま
し
た

　
（
た
だ
し
、
保
険
の
資
格
を
な
く
し
た

後
も
、
継
続
療
養
の
給
付
を
受
け
る
人

は
、
「
日
三
十
円
の
負
担
）

　
十
月
「
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
も
の
は

医
療
機
関
の
窓
口
で
薬
を
も
’
ら
う
ど

幾
嫌
髄
塙
鵡
二
三

・
・
と
に
十
五
円
の
負
担
を
す
る
こ
と
に
な

　
　
　
　
　
　
　
’

の

琿

り
ま
し
た
。

・
た
だ
し
、
保
険
者
め
発
行
す
る
証
明

書
を
病
院
、
診
療
所
、
薬
局
の
窓
口
に

提
示
し
た
場
合
は
支
払
わ
な
く
て
す
み

ま
す
。
ま
た
、
資
格
を
な
く
し
た
後
も

継
続
療
養
の
給
付
を
受
け
る
人
も
支
払

わ
な
く
て
す
み
ま
す
。
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老
齢
福
祉
年
金
証
書
を

　
　
　
　
交
付
し
て
い
ま
す

　
さ
る
九
月
六
日
か
ら
、
老
齢
福
祉
年

金
証
書
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

受
け
と
ち
れ
て
い
な
い
か
た
が
あ
る
よ

う
で
す
。

　
ζ
れ
は
五
月
に
定
時
届
け
を
さ
れ
た
．

か
た
が
た
が
受
給
で
き
る
も
の
で
、
支

所
、
．
出
張
所
を
通
じ
て
十
五
圓
ま
で
、

証
書
を
交
付
b
て
お
ヶ
ま
す
。
十
五
日
．

が
過
ぎ
て
か
ら
は
、
全
部
を
取
り
集
め
、

』
ゴ噸

　
　
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
る
税
の
中
に
、

　
一
般
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
珍
ら

　
し
い
「
と
ん
税
」
と
い
う
税
が
あ
り
ま

　
す
。
こ
れ
は
自
治
大
過
が
指
定
す
る
開

・
港
（
こ
の
開
港
は
冷
，
全
国
三
十
六
道
府

　
県
に
九
十
目
港
φ
9
、
本
県
で
は
当
日
「

　
向
市
の
港
と
日
南
市
の
港
が
指
定
さ
れ

　
て
い
ま
す
。
V
に
外
国
貿
易
船
が
入
港

　
し
た
と
き
に
課
税
す
る
も
の
で
、
船
舶

　
積
量
測
定
法
に
よ
っ
て
純
ト
ン
数
一
ト

　
ン
当
た
り
．
「
と
ん
税
」
十
六
凪
「
特
別

　
と
ん
税
」
二
十
円
が
船
長
か
ら
税
関
長

　
に
お
い
て
徴
収
さ
れ
る
も
の
で
、
そ
の

　
内
特
別
と
ん
税
が
日
向
市
に
譲
与
さ
れ

　
ま
す
。
　
　
…
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ヨ
レ
　
　
　

　
　
市
の
収
入
と
な
6
税
額
は
、
ど
の
く

　
　
ら
い
か
と
言
う
と
、
昭
和
四
十
年
度
二

　
『
百
七
十
九
万
九
千
円
、
昭
和
四
十
一
年

三
三
算
環
看
高
々
鶉

ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
ミ
、
ミ
、
ミ
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
．

　
て
市
国
民
年
金
係
で
交
付
し
ま
す
の
で

　
早
め
に
受
け
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
（
保
．

　
管
証
と
証
書
に
押
し
た
印
か
ん
を
持
参

　
の
こ
と
。
・
）

竺亀めξ鷹し鉾コ

　9月1璽日から20日までは選挙人名簿の縦覧期聞

です。、

　あなたの名前はのっていますか…一

いまいちど確かめましょう。

　縦覧場所は市選挙管理上記会事務局です。
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ﾊ
安
全
の
推
進
．
へ

《r、，

指
導
員
十
五
人
．
を
配
置

“
．団　孫

琴

　
黄
色
に
緑
の
太
い
線
が
入
っ
た
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
け
、
腕
章
を
し
た
交
通
指

縛
耀
け
緬
融
通
薯
の
奪
に
あ

　
こ
れ
は
、
日
向
地
区
交
通
安
全
協
会

と
同
交
通
安
全
対
策
協
議
会
が
、
交
通

安
全
を
推
進
す
る
た
め
に
、
日
向
警
察

署
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
設
置
し
た
も
の

で
、
さ
る
九
月
七
日
、
市
役
所
大
会
議

室
で
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
同
時
に
ヘ

ル
メ
ッ
ト
や
警
笛
、
腕
章
等
も
貸
与
さ

れ
ま
し
た
ゆ

」
・
こ
の
指
導
員
は
、
．
警
察
署
管
内
の
各

市
町
村
に
配
置
に
な
り
ま
し
た
が
、
本

市
で
は
十
五
人
が
委
嘱
さ
れ
、
主
要
な

交
差
点
や
交
通
の
び
ん
ば
ん
な
道
路
で

・
子
ど
も
た
ち
が
安
全
な
通
行
の
で
き

、

る
よ
う
に
、
、
そ
の
指
導
や
誘
導
を
行
な

う
ほ
か
、
唱
般
歩
行
者
に
対
し
て
正
し

い
横
断
の
方
法
や
信
号
を
守
る
よ
ヶ
交

通
ル
ー
ル
の
指
導
、
交
通
安
全
の
た
め

の
広
報
活
動
等
を
行
な
い
ま
す
。

　
ま
た
」
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
意
見

や
情
報
を
警
察
署
長
に
対
し
て
通
報
す

る
こ
と
に
な
う
て
い
ま
す
。

　
こ
の
交
通
指
導
員
と
同
じ
く
、
交
通

安
全
を
推
進
す
る
た
め
に
協
力
願
う
、

交
通
安
全
協
力
員
が
、
同
席
で
警
察
署

長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
協
力
唄
は
、
日
常
の
交
通
の
実

態
を
観
察
し
、
交
通
安
全
が
阻
害
さ
れ

て
い
る
状
況
や
交
通
規
制
お
よ
び
交
通

保
安
施
設
等
に
つ
い
て
、
情
報
ま
た
は

意
見
を
通
報
す
る
ほ
か
、
警
察
の
行
な

・
　
囲
．
、

、
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．
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．
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其
蓄
一

　
（

　
　
　
一
．

う
交
通
安
全
活
動
牝
編
劣
す
る
も
の
で

す
、
本
市
で
は
．
十
『
人
に
お
願
い
き

れ
ま
し
な
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
争

　
写
真
は
妻
嘱
状
の
交
付
。

灘

’
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蓄
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ジフテリア」百日せき》一！

　予防接種のお知らせ

［ア、百日せきの流行期が近づき．ましたので、

二より予防接種を行ないます、なおこの予防接

＝は、回覧で1すでにお知らせしていますが、

｝ことになっているため、接種期間が長くなり．

第2回、第3回について再度お知らせします

等1期に該当する生後3ヵ月から6ヵ月までの
5ず3回受けないと効果はありません。

混合ワクチンが1回40円、．ジフテリアが1回

　

所

1　　ジフテリア、
　次の日程により’

　種については、

　3回受けること

溝饗

　　　ビ　　　ニコ　み　アガボ

ざみ・琴学期だ！

第二ぎようも元気で頑張ろう

∵
蓬
〉

衙
欝
、

　
い
よ
い
よ
二
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た

こ
ど
も
た
ち
は
、
真
黒
に
日
や
け
し
た

顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
な
が
ら
、
元
気
に
登

校
し
て
い
ま
す
…
…
が
、
長
．
い
夏
休
み

の
開
放
感
か
ら
、
や
や
も
す
れ
ば
交
通

ル
ー
ル
を
乱
し
、
事
故
の
多
発
も
予
想

さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
日
向
警
察
署
は
九

月
一
日
か
ら
月
末
ま
で
の
噌
ヵ
月
間
を

　
「
こ
ど
も
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
月

間
」
と
し
て
、
児
童
、
．
生
徒
の
交
通
指

．
導
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

ど
も
の
交
通
事
故
は
依
然
と
し
て
多

　
　
．
同
警
察
署
管
内
の
七
月
末
日
ま
で

・
の
こ
ど
も
の
事
故
数
は
ゼ
十
七
件
で
、

．
昨
年
同
期
の
四
十
二
件
を
大
幅
に
上
回

り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
各
家
庭

学
校
♪
各
種
団
体
等
に
お
か
れ
て
も
↓

こ．

ﾇ
も
の
交
通
事
故
防
止
に
、
・
じ
ゅ
う

ぶ
ん
努
め
て
く
だ
さ
い

所場間時

5時～塒

2時～4時

2時～3時

1時～2時

5時図時

1時～2時

5時～4時

美々津支所

市役所別館

渡辺病院
江良公民館

’細島小学校

比良公民館

四則・学校

第3回

10月14日

10月17日

10月18日

10月19日

10月19日

10月20日

10月20日

第2回

故から守ろう子どもを交

9月25日

9月26日

9月28日

9月27圓

9月27日

9月29日

9月29日

　
早
め
に
納
税
を

　
　
瀞
納
分
は
整
理
中
で
す

　
納
税
に
・
つ
い
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
納
期

内
完
納
も
年
々
上
昇
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
中
に
は
日
常
の
仕
事
の
繁

雑
の
た
め
に
納
期
限
を
忘
れ
る
と
か
、

督
偲
状
を
受
け
て
そ
の
ま
～
に
し
て
お

ら
れ
る
方
々
が
相
当
あ
る
よ
う
で
す
。

　
・
納
期
限
を
過
ぎ
で
二
十
日
た
つ
と
督

促
状
を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ら
は
余
分
の
手
数
が
か
か
る

ば
か
り
で
な
く
、
不
快
な
思
い
を
し
む
・

・
り
、
文
お
互
に
余
分
の
負
担
が
か
さ
み

ま
す
。
・
市
で
は
九
月
か
ら
滞
納
税
の
整

理
に
着
手
い
た
し
ま
す
が
、
市
民
税
で

は
第
一
期
（
六
月
）
。
第
二
期
・
（
八
月
）
。

固
定
資
産
税
第
↓
期
（
四
月
）
。
第
二
期

　
（
七
骨
）
。
軽
自
動
車
税
全
期
（
四
月
）
。

　
国
民
健
康
保
険
税
第
一
．
期
か
ら
第
五
期

　
（
四
月
ピ
八
月
）
。
農
粟
共
済
掛
金
八
月

一

分
、
国
民
年
金
四
月
か
ら
毎
月
な
ど
と
、

納
期
限
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
未
納

の
あ
る
方
は
今
噸
度
確
か
め
て
早
め
に

市
役
所
又
は
も
よ
り
の
金
融
機
関
、
農

協
、
市
支
所
、
出
張
所
に
納
入
く
だ
さ

る
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

中
学
校
卒
業
の
認
定
試
験

　
家
庭
の
事
情
と
か
個
人
の
つ
ご
う
な

ど
で
、
義
務
教
育
を
修
了
で
き
な
か
っ

た
人
の
た
め
に
、
中
学
校
卒
業
の
資
格

を
与
え
る
認
定
試
験
が
行
な
わ
れ
ま

す
。
ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
市
教
育
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
：

唄
、
試
験
の
期
日

　
　
ナ
ニ
月
二
日
（
土
V
・
十
二
月
三

　
　
日
（
日
）
の
ふ
つ
か
三

二
、
試
験
の
科
目

　
　
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
、
英
語

三
、
試
験
の
場
所
　
　
．

　
　
宮
崎
市
立
宮
崎
小
学
校

O
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9
月
の
こ
よ
み

10

冝
@
日

11

冝
@
月

151415

日日日

金木水

24り716

日日日

日日土

％
日
　
火

市
消
防
訓
練
大
会
　
青
年

婦
人
の
主
張
発
表
大
会

社
会
教
育
委
員
会

選
挙
人
名
簿
登
録
者
書
面

縦
覧
始
ま
る
（
1
0
日
間
）

市
公
民
館
役
員
会
議

市
議
会
開
会

「
敬
老
の
日
」
　
十
五
夜

ま
つ
り
（
1
7
日
ま
で
）

老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
研
修

会市
文
化
協
会
総
会

「
家
庭
の
日
」

「
秋
分
の
日
」

日
向
支
部
消
防
訓
練
大
会

市
公
民
館
長
総
会

明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進

協
議
会

人口（9月梱，

男　　　21．75｛

女

計

（前月より46人

23．72二

（前月より62人

45．48〔

　（前月より108人

世帯数11．39｛

　　　　G8世帯

饗
囎
国
国
灘

覧

プ
ロ
パ
．
ン
の
使
用
に
は

‘
器
具
点
検
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
い
．
ろ
い
う
な
料

理
を
す
る
う
え
に
、
今
で
は
、
各
家
庭

に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
の
ひ
と
つ

に
ま
で
普
及
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に

よ
る
爆
発
事
故
が
椙
次
い
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
家
庭
で
使
用
し

て
い
る
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
不
備
な
と

こ
ろ
は
な
い
か
次
の
点
を
特
に
気
を
つ

け
早
急
に
検
査
し
て
く
だ
さ
い
。
．

→、

e
器
ヘ
ボ
ン
ベ
）
は
ギ
、
屋
外
に
設

　
嬉
し
、
直
射
日
光
の
あ
た
ら
な
い
と

　
こ
ろ
に
置
き
。
ま
た
、
・
転
落
、
転
倒

　
し
な
い
よ
う
に
し
っ
か
．
り
固
定
し
て

　
置
く
よ
う
に
す
る
。

二
、
調
整
器
と
金
属
管
を
つ
な
ぐ
ゴ
ム

　
ホ
ー
ス
は
三
十
セ
ン
チ
以
下
と
し
、

　
き
れ
つ
、
老
化
し
て
い
な
い
か
、
よ

　
く
調
べ
る
。

臨
弓』ししコ℃OCOOgOOOG＝｝O⊃こつoeOJ

三
湘
器
具
と
金
属
音
を
つ
な
ぐ
ゴ
ム
ホ

　
　
　
ノ

　
L
ス
は
ニ
メ
ー
ト
ル
以
内
と
し
、
ふ

　
ま
れ
な
い
場
所
に
設
置
す
る
。

四
、
器
具
に
つ
い
て
い
る
コ
ッ
ク
か
ら

ガ
ス
漏
れ
ば
な
い
か
確
か
め
る
。

　
ガ
ス
漏
れ
を
発
見
し
た
と
き
、
ま
た

は
熱
規
申
に
消
え
た
ら
、
附
近
の
窓
を

あ
け
早
急
に
塗
気
を
行
な
う
こ
と
。
も

し
、
火
災
に
な
っ
た
と
き
は
、
あ
わ
て

ず
元
栓
を
閉
め
、
ま
た
は
消
火
器
等
に

よ
り
消
火
す
る
よ
う
に
、
ひ
ご
ろ
か
ら

心
が
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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．
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．

「
一
日
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
」
を
嗣
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ノ
㌔
■
・
●
．
．
●
．
●
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県
は
、
本
年
七
月
二
十
日
か
ら
宮
崎

県
中
小
企
業
総
合
指
導
セ
ン
タ
ー
を
、

旧
産
業
奨
励
館
二
階
に
開
設
し
ま
し
た

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
新
し
い
試
み
と

し
て
、
遠
隔
地
の
便
宜
を
図
る
た
め
に

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
を
派
遣
し
て
「
↓

日
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
」
を
各
地
で
開

い
て
巡
回
相
談
を
行
な
う
こ
と
に
し
て

い
ま
．
す
。

　
本
市
で
は
、
九
月
二
十
唄
日
と
二
十

二
日
の
二
日
間
、
日
向
商
工
会
議
所
で

開
設
さ
れ
、
み
な
さ
ま
が
た
の
経
営
相

談
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
機
会
に
、
遠
慮
な
く
ご
利
用
く

・
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ご
希
望
の
人
は
、
あ
ら
か
じ

め
相
談
票
に
記
入
し
て
、
商
工
会
議
所

　
へ
提
出
し
ま
す
と
、
そ
の
問
題
に
く
わ

し
い
相
談
員
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。

：
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市街地に青年学級を開設

　市街地に青年学級が開設されました。

　この学級は、市内の事業所や職場で働く、青年男女約
170人の学級生があつまり、毎週1回、火曜日と金曜日

の2班にわがれてひらかれます。

　同学級は、時事問題の講義を受けたり、また、卓球や

バレーボールなどのスポーツレクレーションをして楽し
むなかで、知識を深めようとするもので全員眼わ切って

います。　　　　　　　　　「　、．　．一、

「

O

　　　　　美々津海岸で三品大会
．≧蝋夏休紳にひらかれている日本ボ．，。カウ，

　県連自県北大会は、ことしで4回目、けしきのいい美々

　津騒動で、26日から28日までの2泊3日にわたり行なわれ

　ました。

　　大会には、約1駒人の隊員（小学6年～中学3年生）

　たちが参加し、規律訓練、野営訓練を行ないました。

　夜は、キャンプファイヤーをかこんで楽しいひとときを

　過ごしました。

響

県
初
級
職
員
採
用
試
験

　
県
は
、
昭
和
四
十
二
年
度
の
初
級
職

員
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。州、

E
種
　
隠
匿
事
務
職
員
男
・
女

　
　
　
　
技
術
職
員
、
保
母

二
、
受
験
資
格
　
新
制
高
等
学
校
卒
業

　
程
度
と
し
、
昭
和
十
七
年
四
月
二
日

　
か
ら
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
一
日
ま

　
で
に
生
ま
れ
た
男
女
。
　
（
保
母
に
つ

　
い
て
は
、
現
在
資
格
を
有
す
る
も
の

　
か
、
昭
和
四
十
三
年
三
月
三
十
【
日

　
ま
で
に
資
格
取
得
見
込
の
者
）

三
、
試
験
の
期
日
　
昭
和
四
十
二
年
十

　
月
八
日
（
日
）
。

四
、
受
付
期
間
　
昭
和
四
十
二
年
九
月

　
五
日
（
火
）
か
ら
九
月
二
十
日
（
水
）

　
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
。

　
な
お
、
申
込
用
紙
は
各
高
等
学
校
で

交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
受
験
ご
希
望

の
か
た
は
、
県
人
事
委
員
会
事
務
局
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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